
 歴 ら ぼ 通 信  

   文学部歴史文化学科の活動を４つのカテゴリーに分けて紹介します。 
   紹介文はこれまで発行した『歴らぼ通信』の記事を編集して使いました。 

  
Reki-Labo,Konan Unlv. 

授業・資格 ゼ ミ 

卒業論文 歴らぼ 

地理学民俗学資料研究Ⅱ 

博物館実習 

授業の一環として、2014年5月に兵庫県
川西市黒川地区で、森林ボランティア団体
「菊炭友の会」の活動に参加しました。今回
のフィールドワークを通じ、かつて薪炭等の燃
料を生産することで人々の暮らしを支えてき
た里山の現状と、里山と人々の暮らしの中
での今後の課題を知ることが出来ました。
（大賀史織） 

実習は、2013年夏の4日間と短い間でし
たが、大学では体験できない貴重な機会と
なりました。展示構成について考える機会が
あり、自分の考えを人に伝えることの難しさ、
他校の仲間と協力して展示を完成させたと
いう達成感を得ることができました。これから
もこの実習で学んだことを生かしたいと思い
ます。(山川和) 

鎌倉旅行(佐藤泰ゼミ) 

蕎麦打ち体験(鳴海ゼミ) 

2014年夏、鎌倉に行きました。鎌倉では
佐藤先生の寺院の解説を聞きながら巡りま
した。江の島の旅館に宿泊し、豪華な料理
を楽しみました。2日目は源頼朝や護良親
王の墓、鶴岡天満宮などに行きました。限ら
れた時間の中で鎌倉の歴史を感じ取ること
のできたゼミ旅行となりました。(大賀史織) 

日本の伝統文化を体験するため蕎麦打ち
を2014年から始めました。実際に作ると簡
単にはいきません。それでも2回、3回と作っ
ていくうちに上手く出来るようになりました。
普段体験できない蕎麦打ちが出来たこと、
また、みんなで作り上げる楽しさを味わえた
ことが良かったです。（上山瑞季） 

学科の講義スタイルは様々。 
ここでは学外に出るものを紹介します。 

2014年度卒業論文：アメリカ印象派普及の立役者 
              メアリー・カサットとその周辺 

アメリカにおける印象派普及の立役者として
名高い人物にメアリー・カサットは、画家でもあ
りコレクターでもあり、アドヴァイザーでもあった。
彼女の助言をもとにアメリカのコレクターたちは
印象派の絵画を収集した。彼女自身が残し
た書簡資料をもとにアメリカにおける印象派普
及の実態を探った。（岩田桃子） 

2013年度卒業論文：我が故郷  
    高砂の活性化についての一考察 

高砂市民には、「祭り」にかける熱い思いがあ
る。「祭り」とは、地元の人達とともに屋台を担
ぎ、「一体感」「連帯感」「達成感」を共有し
ながら新しい地域の歴史を作り、文化を伝承
する作業だ。「祭り」を通して内側に形成され
ていく郷土愛という目に見えない意識に正面
から取り組んだ卒業論文となった。（三柴慶
太） 

アラビア語勉強会 

古文書勉強会 

中町先生の指導のもとアラビア語の基礎を
学んでいます。2014年度の最終目標は「ア
ナと雪の女王」のテーマソングのアラビア語版
を理解することです。勉強は配布資料と板
書で行っています。勉強会は定期的に昼食
をとりながら中町先生の研究室で行われて
います。興味のある人は気軽に覗きに来てく
ださい！（森本あかね） 

武士や公家などに限らず、一般庶民も含め
て、膨大な量の記録や文書が作成されてお
り、それを読み解くことによって様々なことが
見えてきます。これまで学科に所蔵される
「人別送り状」や「往来手形」などの史料を
読んできました。(東谷智) 

『歴らぼ通信』は不定期に発行しています。記事の内容は、「歴らぼのWebサイト」(http://www.konan-u.ac.jp/hp/rekibun)でも見ることができます
ので、どうぞご覧下さい。このポスターは歴らぼ編集部が作成しました。 
作成：西村伊代、松浦寛、鳴海邦匡   連絡先（学科事務）：〒658-8501 神戸市東灘区岡本8-9-1甲南大学10号館5階、078-435-2874 

ゼミは学科の学びの背骨です。ゼミを 
中心に学びの世界を作り上げていきます 

卒業論文は学科の学びの集大成です。 
教員の指導のもと作り上げていきます。 

歴史文化らぼ（歴らぼ）は学生と教員が講義外
で共に学ぶ場です。他にも多くの活動が展開中。 

http://www.konan-u.ac.jp/hp/rekibun
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